
 

 

臨床研究へのご協力のお願い 

 

東京医科大学病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科では、下記の臨床研究を東京医科大学医学

倫理審査委員会の審査を受け、学長の承認のもと実施いたしますので、研究の趣旨をご

理解いただきご協力をお願いいたします。 

この研究の実施にあたっては患者さんの新たな負担(費用や検査など)は一切ありま

せん。また個人が特定されることのないように患者さんのプライバシーの保護には最善

を尽くします。 

この研究の計画や研究の方法について詳しくお知りになりたい場合や、この研究に検

体やカルテ情報を利用することを了解いただけない場合などは、下記の「問い合わせ先」

へご連絡ください。また、不参加を決められても診療上の不利益を被らないことを保証

いたします。 

 [研究課題名]   

人工内耳装用に至った前庭水管拡大症患者の検討 

[研究の背景と目的] 

人工内耳は、高度難聴者への治療法として、本邦では 1985 年に臨床応用され、現在

まで約15,000名以上の方に施行されています。当科では1985年以来、すでに1,000例

を超える方に治療してきました。前庭水管拡大症は、先天性難聴の原因の一つで、また

平衡障害や進行性の感音難聴を生じ、しばしば人工内耳の適応となります。効果は多く

は良好ですが、手術で蝸牛開窓時にリンパ液の露出が見られたりして、しばしば難しく

なることもあります。この研究では、前庭水管拡大症の人工内耳症例について、経過、

手術時の初見と術後経過について検討するものです。 

 

 [研究の方法]  

●対象となる方 

当科に通院の方で、1985年12月１日から2018年12月31日までに、人工内耳手

術を施行した症例で前庭水管拡大症が見られた方です。 

●研究期間 

倫理審査承認日から2022年3月31日 

●利用する検体やカルテ情報 

手術中の初見、経過、画像初見、手術後１年前後に施行した人工内耳での聴取能の

結果です。聴取能検査とは、外来受診時に聞き取りの状況を確認するために施行し

ている単音（67-S語表）、単語、文です。 

●検体や情報の管理 

情報は外来カルテより抽出します。検討後は破棄します。 



 

 [研究組織] 

●研究責任者：河野 淳（東京医科大学病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

●研究分担者：河口幸江、白井杏湖、赤井 亮（同上） 

 

[個人情報の取扱い] 

●必要情報は、症例登録の際に、臨床経過、画像所見、手術所見、術後一年後の検

査結果のみを使用するもので個人情報などは一切取り扱いません 

●情報の管理責任者：河野 淳、赤井 亮 

 

[問い合わせ先]   

東京医科大学病院 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科/聴覚・人工内耳センター 

赤井 亮 

連絡先：acic@tokyo-med.ac.jp 

 

 

 


